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6.　今 後 の 課 題
（1）コース選択制の理解度向上への対策
　５章において、学生のコース選択の報告が記載されているが、自分の専門性を高めることが、
即就職先の方向性の決定につながると多くの学生は理解しているようである。確かに、このこと
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を全否定することはできない。
　しかしながら、多くの企業、とりわけ大企業はその組織構成からもあらゆる職種を必要として
いる。そのなかで、自分の専門性は何かを再三問い直しながら、汎用性を求めるだけでなく、真
の個性の発揮できる専門性を築き上げてほしいと思う。この点、理解度向上策を今後とも検討し
ていくべき課題としたい。
（2）コース別目標の見直し
　コース選択に関する学生の反応は、将来の進路選択にできるだけ幅広い選択肢の可能なコース
を選択することから、非常に偏りのあるものとなっている。それ故に、学生の心情を推し量るこ
とができ、今後のカリキュラムの再編、授業方法の改善に資するものとも言えるが、コース別の
目標自体を持った明確にして、学生のコース選択の一助となるように仕向けていきたい。
（3）カリキュラムの見直しについて
　カリキュラム全体についても、科目間の重複、履修時期の再検討の必要性を感じさせるものが
あり、引き続き、動向を見据え、カリキュラムの見直しを行いたい。
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